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令和５年７月号 No.338 

 

令和 5 年 4 月 12 日（水）から名城大学における寄

附講座が開講されました。 

昨年度はコロナ禍で全 15 講のうち、WEB 講義と対

面講義での対応となりましたが、今年度は第 1 講から

対面講義を行うことができました。やはり直接学生の

反応を見ながら講義ができるので、講義にも熱が入り、

やりがいもあります。改めて対面講義の良さを感じな

がらスタートすることができました。 

 

近年、受講者数が 50 名程度と減少傾向でありましたが、今年度は 72 名と多くの学生に受講し

ていただき、とても嬉しい結果となりました。 

この寄附講座は毎週水曜日の 2 限目（10 時 50 分～12 時 20 分）に行われ、第 1 講の「ガイダ

ンス」から始まり第 15 講まで、多くの講師の方にご協力をいただき講義が進んでいきます。第 5

講、第 6 講においては石川会の会員にご協力をいただき「土地に関する表示の登記」についての講

義を行っていただきました。学生は講義を受講すると 2 単位が付与されます。合否は出席日数と、

全 15 講の後にレポートを提出してもらい合否を決定します。 

 

講義の最後に小テストを実施するのですが、講義への質問や感想を記入してもらう欄があります。

講義への質問もありますが、よくある感想としては、「測量をしている姿を見かけるが、それが土

地家屋調査士とわかった」「土地家屋調査士について初めて知り、身近な職業とわかり興味を持っ

た」など、やはり土地家屋調査士を知る機会がなく、職業を選択する上で候補にもならない現状が

よくわかります。土地家屋調査士を多くの方に知っていいただくためにも、この寄附講座の役割の

大切さを改めて感じました。 

 

寄附講座の目的の一つとして、土地家屋調査士を知ってもら

い、一人でも多くの学生に土地家屋調査士を目指していただくと

ころにあります。そこで今年度は、土地家屋調査士をより身近に

感じ、より深く知ってもらうために、毎年夏休みを利用して行う

インターンシップへの参加を積極的にアピールして、多くの学生

がインターンシップに参加してもらえるように、活動を行ってい

ます。そのため学生を受け入れる体制も必要となりますので、会

員の皆様にはご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

令和 5 年度名城大学寄附講座 

学生へ配布した「インターンシップ案内」 

第１講を担当した牧田委員長 
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この寄附講座では、講師も募集をしています。

土地家屋調査士の魅力を直接学生に伝えること

ができます。会員の皆様が土地家屋調査士を目指

したきっかけや、なぜ土地家屋調査士を職業とし

ているのかなど、実体験を伝えていただき、一人

でも多くの学生に土地家屋調査士を目指しても

らえるような活動を一緒にできたらと思います。 

 

今後も会員の皆様のご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

（寄附講座運営委員会 委員長 牧田 篤） 
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